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 特養にいながら最近はデイサービスに入ることが増

え、あっちこっちと行き来する毎日。特養に戻ると秀光

さんが、「あ、中屋さん！ お久しぶりです！」今朝デイ

送迎に出る前に会ったじゃん、と返す間もなく、早速「い

いですか」とお茶の催促。交流ホールでのティータイム

は、秀光さんが入居してからずっと、おなじみの習慣と

なっている。１日のうちに何度も「紅茶、お願いします」

と来る。 

秀光さんの日課は特養廻り。ほくとの三浦さんと育て

ているレインボーコーンに水をやり、廊下に出ては中庭

の金魚やスズメのお墓に手を合わせる。厨房に寄り、挨

拶がてらの「今日のおやつは何ですか？」を済ませると、

その足でオリオンへ。Ｓさんとのオセロ対決のため何度

も往復する。夕方には、事務所に保管されているＨさん

のビール、その日の分１本を持って行ってユニットの冷

蔵庫で冷やす。 

 そんな日課の合間に事務所に顔を出し、「ティー、い

いですか」と、戸來さん、小松さんとおしゃべりしなが

ら一服の時間となる。最近では新しく事務所に入った平

野さんにもお茶を煎れてもらっている。車イスで散歩中

のＨさんが加わったり、帰りたくて玄関へ向かおうとす

るＩさんを誘ったり、Ｆさんがスタッフと寄ってってに

ぎやかになったり。まさに特養のなかの交流の場だ。 

 

 厨房で稼いでいるワーク利用者のＭくんも、休憩時間

にやってくる。Ｍくんはなかなかのムードメーカー（ト

ラブルメーカー？！）で、秀光さんとはお互いに一目置 

 

いている？！ような関係。ま、平たく言ったらお互い

に嫌い同士みたい。Ｍ）「この人、秀光さん、何回も何

回も厨房に来ます！おやつ何ですか、おやつ何ですか

って何回も来ます！」と気になって仕方のないＭくん

だし、秀）「あれ、Ｍ、うるさいよね、何回もおんなじ

こと言って」と、どこか似た者同士。こだわりや気に

なることがあったり苦手な人がいると仕事に集中でき

なくなってよく周囲を困らせているＭくんの様子を、

秀光さんもよくわかっている。だからいつも「あれで

何かの役に立ってるんですかね」と顔をしかめる。 

このセリフを、私はいつも大事に受け取りたいと思

ってきた。何かとトラブルになることの多いＭくんの

様子に、秀光さんはどこか自分を見ているんじゃない

か、というように感じられる。若い頃に脳梗塞になっ

て麻痺が残り、誰かの手を借りなければならない車イ

ス生活となった秀光さん。運命を受け入れるのはそう

簡単なことじゃない、荒れたり、イタズラぐらいした

くもなるだろう。かつて頻繁だったイタズラを迷惑行

為と言われ他施設の利用ができなくなり、里に来たの

だった（H29 年 9 月号・万里栄さんの記事参照）。そ

んな自分を、“迷惑かける”“役に立たない”という点で

重ねているのだろう、Ｍくんの姿を目にするのもウン

ザリっていう感じで嫌っている。 

 

迷惑こそ人生、関係の醍醐味？！ 

            特養  中屋 なつき 
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だけど、「でも（時々おやつに出る、Ｍくんのつくっ

た）プリンが美味しいのは認めますけどね」と、困った

一面だけでなくナイスなところも見てくれている。だよ

ね！って思う。私だって誰かに迷惑かけるし、それでも

なんかの役には立ってるんだと思う、的なことを伝え

る。「じゃ、こんなオレでも役に立ってますか？」里に

来てからだってあらゆるイタズラをしてきたけれど、そ

りゃ単純に困るけど、秀光さんの気持ちを考えたり、迷

惑から始まる関係もあるのだ、とコミュニケーションと

して捉えてやってきた。今でもデスクからクリップだの

修正テープだのをこっそりチョロまかしていくとかい

ろいろやっているけれど、それは例えば、手芸を頑張っ

てるＳさんへの材料として、貢ぎ物の調達だったりす

る。それを通して、オセロだけじゃない二人の関係が見

えてくる。今では日課となったあれこれも、どのひとつ

が欠けても、それに関わる相手は困っちゃうくらい、特

養のなかで必要な秀光さんとなっているのだ。 

それに、人の存在の意味って“役に立つか立たないか”

だけじゃないと思う、とも伝えてみる。昨年に研修で行

った屋久島が思い起こされた。屋久島は森全体がいのち

だった。樹の一本いっぽんが生きて死んでいくプロセス

は、次の樹を生かすためのいのちそのもので。その循環

は森の水やコケや、島全体を巡り存在している。それら

一本いっぽんの樹々の、なんと個性的で美しい姿カタチ

だったか。宇宙全体のなかの個、個であり全体である、

ってことにものすごく安心する。存在そのものが、存在

している、ということそれだけで、世界のなかで何らか

の確かな意味があるのだと感じられた。 

「じゃあ、こんなオレでも居てもいんですか」 

居ても良いか悪いかなんて私が決めれることじゃな

いよ、でも、あなたとの関係のなかでだったら言えるこ

と、「お互いにおおいに迷惑かけ合って生きていこう 

 

 

ぜ～」･･･と、言ってる私の方がなんだか安心してい

るのに気づく。どんな存在であれ、存在そのものが存

在として居られる、そういう場に銀河の里がなってい

けばいいなぁ、と願う。関係性によって形作られる器

みたいなモノ、その中でこそ生きていけるというよう

な場が、里にはあると信じたい。日常（日々の業務、

四季の巡りに支えられた農業など）と非日常（目には

見えないモノ、超越的なモノ）と、その両方と繋がり

を持って生きていける場で、関係性によって変容し続

けていきたい。 

 Ｍくんの世界だって、利用当初からの 10 年を振り

返ってみると、かなり変容していると感じる。こんな

に他者に関心のある自閉症の人っているんだろうか。

関心がありすぎてトラブルになることもあるけれど、

あぁ、Ｍくんのなかにちゃんと他者が存在しているん

だなぁ！って感激、感動する。ちょっとしつこかった

り一方的なお触りが出過ぎるとさすがにウッ･･･とは

なるけど、Ｍくんのハグに癒され元気が出る私がい

る。私にとってＭくんとの大切なツールのひとつ（私

は“Ｍハグ”と呼んでいる）。Ｍくんも、気持ちが落ち

着かなくなったりパニックになりそうなときに「中屋

さんとご合体です！」とハグしに来る。“合体”と言わ

れると何やら怪しげだが、ここに“ご”がついていると

ころが、なかなかいい。ぜんぜんイヤラシくない。現

に、酒井さんや戸來さんとも男同士でガシッ！とやっ

ている。なんだか神聖なるもの、大切な儀式、みたい

な響きがある。Ｍくんも大事なことなんだってちゃん

とわかってるんだろうな、と嬉しく思う。 

 

秀光さんとのティータイムも、Ｍくんとのハグも、

秀光さんの言葉を借りれば「安らぎのひととき」であ

り「チャージ」の時間だ。そういう大切な出会いの場

面を、利用者はときに贈り物のように、ときに厳しく

難しい宿題のように、我々に与えてくれる。そして、

そこから関係が生まれる。関係が始まれば必然、トラ

ブルは起こってくるのが人生、当たり前。面倒臭いと

か厄介だとか管理的に切り捨ててしまえば簡単だが

関係は見えてこない、もったいない。トラブルも迷惑

も、関係が展開し変容していくプロセスのきっかけと

して真摯に受け取りたい。癒され元気をもらい、鍛え 
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叡山随想 

        ワークステージ   秋山 拓也 

うか。そりゃもう自信はないけれど、その気さえあれ

ば、チャレンジしていい場、器が、里にはある。険し

くもワクワクする道程。こんなに創造的にいられるな

んて、有り難いことだと思う。器と関係を護りたい。 

 

  

一つは、以前比叡山へ来た時の事、その時にも同じように聴

いた説教の中で現在・過去・未来の話に触れていた事を思い出

した。その時の話では時間について確かに川の流れを喩えに引

いて語っていた。今、この喩えと思い合わせて自ずと浮かんで

来るのは「ゆく河の流れは絶えずして」に始まる有名な方丈記

の一節であるが、今この文句を覚えているからと云って直ちに

解ったと言い切る勇気もなければ、この文句を知らなかった当

時の私にこの意味するものが何も解らなかったとも思わない。

ただ、一人の人間の歴史においても、僅か十年程の事ではある

が、「しかももとの水にあらず」という言葉が身に沁みて感じ

られた事を思うのである。 

 もう一つは、昨年の夏に琵琶湖を訪れた時の事。里での実習

を終えた八月の暮れから十月の頭に掛けての自転車旅行の折

であり、琵琶湖を訪れたのはその時が初めてだった。その旅の

ことは記憶と呼ぶのも躊躇われるほど鮮明に思い浮かべる事

が出来るので、またそれでこそ却って夢のようにも思われた。

昔訪れた所へわざわざ行ってみるという事は――そこが思い

入れのある場所であればあるほど――概して余り好い事では

ないと思うが、実際、旅の中で訪れたどの場所もどの場所も、

もう見ないで終わるだろうと云う事を思いながら過ぎて行っ

たのであったが、期せずして今こうして山上から琵琶湖を見下

ろしその旅の日を思い返している事には、不思議な思いがする

とともに、そこに何か人の力の及ばない因果めいたものも感ず

るのである。計画の無い長旅に馴染んで行くと、成り行きに身

を委ね、旅情と云うのか、それを自ずから愉しむ態度が身に付

いて行くものだが、その時々には見過ごされていた――或いは

全く別の意味で受け止めていた――何気ない一事が、後になっ

て一つの筋道を形作る重要な節点であったのだと思い至る

事もある。 

そもそもこの旅自体、長旅がしたいと云う漠然とした思いか

ら実習の終わり頃にふと思いついたものに過ぎず、自転車であ 

れば移動に金も掛からぬし、鹿児島と北海道に親戚があるから

縦断してしまうのがわかりやすくていい、と云うような具合

で、全く気の儘に始まったものであった。それならば北海道で 

てもらい、そのことに感謝できるかどうか。その出会

いのなかから、まだ見たことのない“あなた”と“わたし”

の物語が開けていく。そこには厳しいプロセスが求め

られるだろう、背を向けることなく挑んでいけるかど 

 京都での学会を終えた夜、明日発つ前にどこか寄っておき

たい所はないかと訊かれ、私の希望から比叡山へ立寄らせて

いただく運びとなった。比叡山と並び三大霊場として数えら

れる高野山と恐山には二十歳以後に訪れていた事もありその

印象も鮮明に残っていたが、実は中学の修学旅行で訪れてい

た筈の比叡山については何も思い出す事が出来なかったため

である。とは云え、実際に足を運べば何かしら当時の感慨が

蘇るだろうと内心では期待していたのだが、延暦寺へ続く山

道にもドライブウェイからの眺望にもまるで覚えがないま

ま、延暦寺の顔とも云える根本中堂に至ってようやく当時の

私がこの場所に何の関心も起こしていなかったという事だけ

がはっきりと判った。延暦寺はこの根本中堂を覆う東塔（区

域）とその奥に位置する西塔・横川を併せた三塔とから成っ

ているが、ちょうど午になる頃であったし、ここで今から説

教も聴けるらしいというので、話を聴いたら折も好いからこ

こを発とうという事になった。 

 説教は堅苦しくもなく、時折笑い声も聞かれる和やかなも

のだった。その中で印象に残った話は、古来日本で「山」と

云えばこの比叡山を指す程、開山以前から民衆にとって神聖

な信仰の対象となされていた事。その後最澄による開山から、

仏教都市としての隆盛、信長の焼き討ちを経て現在に至るま

で、千二百年もの間絶やされていない「不滅の法灯」が守ら

れているという事。そして東塔・西塔・横川はそれぞれ現在・

過去・未来を表し、三塔全てを参って初めて比叡山延暦寺を

巡礼したと云えるという事であった。この話を聴いてしまっ

た以上、東塔のみを歩いて帰る訳にも行かず、結局、西塔・

横川も参る事にしたのであったが、その歩いている間中ずっ

と、先刻聴いた話が妙に頭から離れずにいた。 

三塔を巡り終え、山頂を少し下った道沿いのレストランで

昼食についていた時、大きなガラス窓から見晴らす琵琶湖の

展望に結ばれて、俄かに色々の記憶が蘇って来た。 
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は祖父母の墓前で就職の報告をしておきたいとも思った。 

その祖父は私が大学に入った年の夏に、祖母はその二か月

後に祖父を追うようにして逝った。今数えてみると、私の記

憶にあるので祖父母に会っていたのはたった四回きりであ

った事には少し意外な気がした。一番古い記憶は私が小学校

に入って間もない頃のものであり、季節は夏であった。空港

を出ると、真夏なのに冷たい風が吹くので驚いた事を覚えて

いる。その父の実家も米農家であったが、空港から実家へ向

かうまでの道沿いには田圃がどこまでも海のように続き、そ

の間に時折ぽつぽつと家がある。果てにはその夏に登った旭

岳が悠然と見えた。この夏は一週間程を過ごしたように思う

が、従兄姉らと遊んだ記憶よりも、祖母と二人でハウスの野

菜をもいだり、隣の小山の斜面にあるブルーベリー畑でかご

一杯に実を摘んだ事などをよく覚えている。従兄姉は私たち

兄弟を含めて七人だが、私はその中でも殆ど最年少であり、

一番上の従兄とはちょうど十離れていた。祖母との思い出の

多くが私と祖母の二人だけのものであるのも、考えてみると

少し不思議な気がする。上の従兄姉たちの遊びに混じれない

のを見兼ねて祖母が私に付合ってくれていたのか、それとも

私から祖母の手を引いて行ったのかはわからない。 

夜ともなると、父兄弟は酒を酌み交わし昔の話などで盛り

上がるのが常だった。その嫁たちも食事に酒に子供にと、忙

しく心を砕きながら尚楽しそうであった。子供たちも思い思

いに遊んでいたが、小さな私などは酔いのまわった伯父たち

の標的にされやすく、手招きをされ躊躇しつつも近付いて行

くと、「あそこの川には狐火が出るぞ」「屋根裏にある人形は

髪が少しずつ伸びている」など嘘とも本当ともつかない話を

聞かされ、その反応でもって伯父たちを喜ばせていた。祖父

は一人、どの輪からも外れ黙って猪口を進めているのだった

が、その姿は子供にも判る近寄り難い、ある種の威厳を備え

ていて、離れた所からじっと祖父を眺めているのは何となく

気持ちの好いものであった。 

一人、また一人と疲れて眠ってしまった子供たちは母親に

担がれて布団に運ばれて行く。隣の仏間には私たち分家家族

が雑魚寝出来るよう布団がいつも敷き詰められていた。戸の 

隙間から漏れ来る居間の光と大人たちの賑わい声が懐かし

く思い出される。仏壇の上には曾祖父母の遺影が飾られてあ

り、少し空いておかっぱ頭の幼女の写真が並んでいた。或る

日、父と家の周りを散歩していた時、この子が父の生まれる

前に裏の用水路に落ちて亡くなった姉である事を聞いた。

「マユミちゃんがそのまま生きていたら、きっと俺は生まれ 

てなかっただろうな」と云う父の言葉に、子供心にも私はぎ

くりとした。何か自分というものの生がこの四歳の女の子の

死の上に立っている事を突き付けられたような気がした。両

手を組み合わせてこちらを不安気に見つめているのは、写真

を撮られているという事さえ理解出来ていなかったのだろ

うか。私は自分が流されてしまった事を知らぬまま今でもこ

の子がオロオロ歩き続けているように思われて、決して用水

路には一人で近寄らなかったが、父に随って家の辺りを歩き

ながら父が子供だった頃の話を聴くのが好きだった。末子で

ある父は幼い頃病弱だった事もあり祖母からは格別可愛が

られて育ったと云うのは二人の伯父が口を揃えて語るとこ

ろである。余談ではあるが、その頃父は生前亡姉が着ていた

服を祖母に着せられていたと云う話も笑い話として伯父た

ちから聞かされたが、私はこの話に祖母の愛情と深い悲しみ

とを見てしまう。祖母にはそのように弱い者に対する異常な

程の同情心があった。そして私にも等しくその心は注がれて

いた事が今更のように思い出されるのである。 

それから二年おきに二度、私が小学生の時には会っている

筈だが、先の印象が強すぎるせいか余り思い出す事がない。

五年程の間が空いて、高校二年の夏に従兄の結婚式に出たの

が祖父母に顔を合わせた最後である。祖母は脚を悪くしたの

か、車椅子を使うようになっていた。この時も伯父や従兄姉

たちと対等に話せるようになった事が楽しかったのだろう

か、祖父母の記憶は殆どない。その年の秋頃から私は次第に

学校から遠ざかり、どうにか卒業はしたものの、次いで長い

浪人生活に入った。この二年間の祖母との通信は年に一、二

度の電話だけだった。私の状況は祖母も伝え聞いていたよう

で、いつも振り絞るような激励の声が電話口から聞こえてく

るのだったが、私は受験勉強に専心出来ていない心苦しさか

ら、次第にその電話も避けるようになった。 
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06 

 

その後、二年遅れて岩手の大学に進んだ。大学に入ったか

らといって勉学に励むようにはならなかったが、せめて落第

をしない程度には授業にも出るよう心掛けていた。七月、期

末単位試験の期間中に祖父の訃報が届いた。親からの電話で

は、二年遅れている事に気を遣われたのか、葬式は出ずに試

験に専念しろと云う事が伝えられた。自分は蚊帳の外に置か

れたのだと云う思いが後々まで強く残った。 

 夏季休暇の前半はアルバイトに明け暮れていたが、九月に

入り、ふと祖母に会いに行こうと云う気になった。大学に入

ってから何の音沙汰もしないままであったし、祖父も居なく

なって辛い時であろうから、顔を見せて元気を出してもらえ

ればと思った。自転車に寝袋を積んで盛岡を発ったのは九月

も下旬に差掛かる頃であった。四号線を北へ北へと進んで行

くと、風景は次第に淋しくなっていった。日が落ちると、見

知らぬ町の暗闇の中に自分の息が白く立ち昇っていた。もう

秋なのだと思った。青森港からフェリーで函館へ渡った時に

はすでに日も暮れていたのでそのまま駅で夜を過ごした。 

 翌朝、始発の電車が動き出した音で目覚め、函館駅を出発

した。札幌方面に向かって海沿いの道を走っていた時、実家

からの着信があった事に気付いた。時間はまだ朝の六時であ

ったから、何かひどく嫌な感じがした。電話を掛け直すと、

祖母が未明に亡くなった事が父から告げられた。私はそれを

予想していた訳ではなかったが、不思議と驚く気持ちが少し

も湧かず、静かに父の話を聞いていた。私は祖母に会いに行

く事を誰にも話していなかったため、今から実家に帰って来

れるかと訊かれた返事に重い口を開いて今の事情を話すと、

少しの間が空き、「お前は何を考えているんだ」と云う言葉が

吐き捨てられた。私はもう何も言うことが無かった。その後

どうやって私は実家へ帰ったのか、何を考えていたのか、一

つも思い出す事が出来ない。 

葬儀の記憶も切れ切れになったものが僅かに残るばかりで

ある。仏間に横たわっていた祖母の顔は従姉の施した化粧で

夢を見ているように見えた。その手は冷たかった。通夜の晩、

伯父が棺の前で子供のように嗚咽する姿を見て、自分にはそ

の資格が無いのだと思ってしまった。骨壺で潰された骨の音。

僧侶が語った、四十九日の間は祖母の御霊が現世に留まると

云う話に少しだけ救いを感じた。 

葬儀から暫くして、従姉から一通のメールが届いた。そこ

に添えられた、祖母の遺品整理の際に見付けたと云う一枚の 

葉書の写真を見た瞬間、愕然と思い出した。その葉書は、私

が小学生の頃に祖母に書き送ったものであった。文面にはそ 

の頃学校で教わった事などが書いてあり、あの夏から間もない頃

に送られたものと判った。幾重にも皺のついた汚れた葉書であっ

たが、祖母は病院へ持ち歩く鞄の中にいつもそれを携えていたと

云う事がメールには書かれていた。脚を悪くした頃から、祖母が

長く癌を患っていたと云う事もこの時に私は知った。 

 昨年の旅はそれから五年後の事である。この旅でも青森港から

函館へ渡ったが、上陸してから連絡をつけようと思っていた伯父

に電話を掛けると、既に父から私が一週間程世話になる旨連絡を

受けていたと云う返事が返ってきた。皆と会ってゆっくり過ごせ

るようにとの父の計らいであった。函館を発って三日後には何事

もなく到着し、一週間を滞在させてもらった。夜には従兄姉とそ

の子供たちが集まり懐かしい時間を過ごした。 

翌朝、祖父母の墓を参った時の事である。何の気もなく墓石に

刻まれた一族の碑銘を眺め、祖母の命日を見た時、それが函館を

発った日であった事に気付き、はっとした。祖母の訃報を受けた

日に走っていたのと同じ道程を、ちょうど五年後の命日にも私は

走っていたのであった。旅の進度はその日任せであったし、第一

私は墓石を見るまで祖母の命日の事もすっかり忘れていたのだ

から、これは全くの偶然であった。しかしこの偶然から、私は祖

母が今でも私の事を見守ってくれているのだと云う事がはっき

りと分かった。そしてこの旅の意味が分かったと思った。 

 止まってしまった時間、堰き止められて流れなくなってしまっ

た時間と云うものが確かに人間にはある。或る人はそれを「私の

家に帰りたい」と云う言葉で表現するかもしれない。私が固執し

ていた過去を異なるまなざしで見つめられるようになったのは、

その乾いた過去へと繋がる現在に以前よりも身を近付けること

が出来たためであると思う。私はこの体験から、過去は動かす事

の出来ぬ死んだ時間ではなく、現在の在りようによって何度でも

蘇らせる事が出来る可能性の時間なのではないかと考えるよう

になった。 

私は学校に行けなかった頃、よく近所の川に出掛けたものだっ

た。河川敷をとうとうと走っていた事もあったし、ぼんやり川原

に腰掛けて気付けば夕陽が落ちていると云う事も度々あった。或

る時には詩を読んで、意味も解らず涙が出てきて仕方がなかった

と云う事もあった。その詩では川原に蝶がやって来たのであった

が、私にとってその蝶は思い出であり、祖母だった。 

 

やがてその蝶がみえなくなると、いつのまにか、 

今迄流れてもゐなかつた川床に、水は 

さらさらと、さらさらと流れてゐるのでありました…… 

(中原中也「一つのメルヘン」より)  
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グループホーム第二の利用者、Ｓ造さんという利用者

さんは、体が大きくずっしりしていておこりんぼだ。若

い女の人や、優しい女の人が大好き。そして、よく歩く。

気に食わないことがあると、怒って「こんなとこ出て

ぐ！！」と家出したり、朝鮮の姉っ子 2 人がいるという

焼肉屋を探しに行ったり、彼女に会いに行ったり…。食

べることも大好きで、特に大好きなのは、コーラで、美

味しそうに「ぷはぁ～！！うめ！！」と飲む姿は最高だ

った。 

 

S 造さんとは、約１年半前、私がまだ新人の頃に出会

った。最初は挨拶をするくらいの距離だったが、段々と

距離が縮まっていき、よく一緒に歩いたり、ドライブに

行ったりするようになった。時には、焼き肉を食べに行

ったりもした。S 造さんは私のことを気に入ってくれて

いて、「かわいいな」とか「親友だ！恋人になんないか？」

とたびたびアプローチしてくる。私は、S 造さんのアプ

ローチに「恋人…？なるわけないじゃん！」とツン！と

返したりするが、心の中ではすごく嬉しい。S 造さんと

の距離をもっと縮めていろんなことがしたいなと担当に

なって、歩くときにも、できるだけついていこうと心の

中で決めていた。そのうちに、私の S 造さんに対する気

持ちも少しづつ特別なものになっていった。 

嬉しかったことがある。それは、私が夜勤の時に巡回

でパット交換に行ったとき、「奈々恵といれば若くな

る！」と言ってくれたことだ。S 造さんは私と一緒に寝

たくて誘い、それを私が断った流れからの言葉だったが、

私が S 造さんの中で微力でも力になれているんだなと、

私の存在が役に立てていることがすごく嬉しかった。そ

して、今までさんざん、昔の彼女を探しに会いに行った

りしていたのだが、その日は「オレの彼女」と言ってい

て、私が「ほかにもいるっけじゃん！」とムスッと言う

と、「いねぇ！おめだけだ！」と。「ほんとか？探しに行

くっけじゃん！」「行かね！昨日は行ってね！」と慌てて

いたのがおかしかったし、どこか嬉しかった。 

そんな S 造さん。冬のある日、夢ができた。 

それは、宝くじを当てて、自分の家を建てること！ 

 

 

 

最初に、「家を建てたい！」と言い出したのは、私が

夜勤の時だった。夜に起きてきて、「おめの次の休みい

つだ？宝くじ買いさ行くべ！」と言ってきた。その時は、

なんで宝くじを買いたいんだろう？とよく解らなかっ

た。「本当に宝くじでいいの？」と聞くと、「ほかにない

もの。パチンコはやんねぇし」と言う。確か競馬が好き

だったよなと思って、競馬は？と聞くと「お！いいな！

いつも競馬に来る姉っ子いるんだよ。中央病院の看護

婦。競馬で当てて屋敷買って２人で住んでるっけ。オレ

も宝くじ当たったら、自分の家建てる！おめも泊めてけ

っから！」と、ニカッと笑った。S 造さんの“家を建て

る宣言”だった。私もワクワクしてきて、これは宝くじ、

買いたい！買わなきゃ！と思い、行こう！と返事をし

た。 

 

そして、数日後、宝くじを買いに！場所は、S 造さん

がヨーカドーがいいと言っていたので、ヨーカドーの宝

くじ売り場へ。持って行った 1000 円で、夢見くじ５枚

を買う。買うとき、S 造さんは無言だったが、車に戻る

と「店の人見せなかったっけな。バラで買うと、店の人

がくじ広げて、そこから好きなの選んで引くんだよ。（そ

れがなかったから）これは当んねーな！」と言う。自分

の思っていたのと違くて、ちょっと拗ねていた。１等が

６千万円だってよと言うと、「安いな！６千万だと、土

地買って家建てるのわがんねな。こいづ（車いす）で動

ける家にするんだもの、高いんだ」と、すでに、家の具

体的な構想が、S造さんの頭の中では出来上がっている。

そして、「建てたら奈々恵と住む！」と言う。「自分の家」

と言っていたのは、ありがたいことに私と一緒に住む家

だったとは。私も S 造さんの夢に一緒に入れてくれて

「２人の家」になった。すごく嬉しかった。 

「じゃあ、私もお金ださなきゃね！」と言うと、「い

い！出さなくていい」とキッパリ。さらに、私が「一緒

に住んだら、家は私のものになっちゃうかもよ？」と言 

 

 

Ｓ造さんの夢 

     グループホーム第２  伊東 奈々恵 
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ったら、「いい！やる！どうしたってオレが先に死ぬん

だからな」と、私に家をくれるつもりらしい。S 造さん

は、私に何か残したいと思ってくれているんだと感じ

て嬉しかった。この時、私は、私の存在をはっきり認

めてくれて、受け入れてもらえたような感じがしたの

だった。 

買った宝くじは、自分で持ってると失くすから持っ

ててけろと、私に預けてくれた。夢のかたまりの大事

な宝くじ。私はそのくじを受け取った時、ワクワク感

と、いろんな気持ちが感じられて、そのくじは少しず

っしりとしていた。 

 

それから、宝くじの当選発表の日まで、２人で「あ

と何日」と言い合いながら過ごし、待ちに待った発表

の日が来た。S 造さんとワクワク、ドキドキしながら新

聞を開く。が…見当たらず。あれ？おかしいな…と思

いつつ隅々まで見てみるが載っていない。確かめてみ

ると、まだ抽選日だった…。抽選日に発表されるのか

と思っていたのだが、抽選の翌日に新聞に載るものな

んだと分かり、なんとも言えないムードになってしま

った。大失態だ、やらかした！わぁ～…と思いながら S

造さんにそのことを伝えると、「んだっか」と意外にあ

っさり。申し訳なく思いながら「明日一緒にもう１回

見よう！今日のお詫びに明日朝イチで来るから！」と

約束した。 

その日の夜、私は、妙にワクワクしてあまり寝れず、

朝６時半には S 造さんの部屋に行った。 

S 造さんに元気よく「来たよ！」と言うと、「来たか！

いいなぁ」とＳ造さんもワクワクしていた。一緒にリ

ビングで新聞を広げる。今回はちゃんと載っていて、

真剣に番号を照らし合わせる。そして、結果！なんと、

４等で 200 円当たった！！「すごい！当たった！！」

と２人で喜んだ。S 造さんが当てたかった金額にはほど

遠いけど、でもこんなに夢のある嬉しい 200 円ってな

いな！と、感動した。感動している私の横で S 造さん

は、ちょっと物足りなさそうにしていたが…。 

数日後、特養の中屋さんに、２人で住む家のことを

話してきた、とのこと。「まずはどんな家にしたいか考

えないとね！」と私が言うと「設計の本あるんだ！そ

れ買って考えるべ！オレの兄貴の息子の嫁が設計士な 

んだ」と意気揚々と語ってくれた。家の構想を２人で考

えようと話し始めると、S 造さんの頭の中では、すっか

りイメージがあるようで、次から次へと出てくる。 

【家のイメージ】 

・屋根は土でできた瓦屋根。 

・屋根の四隅に「深沼」と「伊東」の家紋を飾る。 

・壁は白で、玄関からは車いす用のスロープがある。 

・スロープを下りていくと車庫があり、そこに私の初心

者マークの張った車と、その横にちょこんと S 造さん

の車いす。 

・玄関には「深沼」「伊東」の表札を飾る。 

・中はドーナツ型の構造で、中心に中庭がある。その周

りに廊下がある。 

・中庭には、花壇や畑、樫の木がある。縁側もある。 

・廊下の周りに部屋がある。お風呂、リビング、キッチ

ン、トイレ、二人の寝室。 

・寝室のベッドは S 造さんはひとつと言っていたが、そ

こは２つにしてもらってベッドの間に少し間隔を設

けてもらった。 

 

 

 

 

 

 

S 造さんのイメージを、私が、紙に簡単に絵にしなが

ら考えていったが、出来上がったのをみると、すごかっ

た。外から見れば四角い普通の建物なのだが、中に入る

と、外見からは想像もできないような、不思議な空間に

なった。テーマパークにでも来たかのようなワクワク感

があった。外側にしっかり守りがあって、その中で自由

にできるような、そんな家だなと思った。本当にこの家

に S 造さんと住みたい！建てたい！と強く想った。 

 

その後、S 造さんは、また宝くじを買いに行こう！と

誘ってくれた。前に当たった 200円で１枚くじを買った。

それから、S 造さんはよく外に行って歩くようになった。

高齢で職にはつけず、お金がない。どうやって宝くじを

買うか、そのお金を捻出しようと考えていた。S 造さん

は昔、朝鮮の人が焼肉屋を出すとき、駐車場を作ったそ 
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うで、その時のお金をまだもらっていないから、そこ

に行けばもらえるはずだと、毎日のようにその店を探

しに出かけるようになった。場所は東和の入り口だと

言う。ところが行き方がわからない。それでもあきら

めず、体が疲れて痛くなっても力を出して頑張ってい

た。その姿は、夢をもって、夢に向かって生きること

はこういうことなんだぞと教えてくれているようだっ

た。 

そして、春、S 造さんの体調が不安定になってきた。

そのころ、宮古に行きたいという話が突然出てきた。

私が S造さんの部屋に洗濯物を届けに行った時だった。

「明日、宮古さ行く！一緒に行くべ！」と急に誘って

きた。よくよく聞くと、S 造さんは田老で生まれ、まだ

小さいうちに宮古に移りすみ、小学校に上がる時に大

迫にきたんだと、語ってくれた。そして、「オレの親父

が作った宮古と田老を結ぶ道路で歓迎パーティーがあ

るんだ。でっかい板みたいなやつに“深沼 S 造“と書いて

吊るして、宮古の市長も来るんだ。来いってオレの宮

古の友達から連絡きたんだ。それに、親父ももう死ん

で代わりにオレが招待された。行かねばね！」と。 

その話を聞いている時、不思議な感じがした。私は

その時、確かに S 造さんの部屋にいて話を聞いて居た

のだが、目に見えていたのは S 造さんの部屋ではなく、

その歓迎パーティーだった。その時初めて聞いたこと

なのに、すーっとごく自然に私の中に入って来て、S 造

さんがその場に連れていってくれたような不思議な感

覚だった。話を聞き、田老と宮古は S 造さんの小さい

時の思い出がいっぱい詰まっている、S 造さんの人生の

原点のような場所なんだろうなと思い、絶対に行こう

と約束した。そして、5 月と 6 月に予定を立てたが、5

月はちょうど田植で忙しい時期で行けず、6 月は高熱が

でてしまい、とても行けるような状態ではなかった。

そこから追い打ちをかけるように体調が悪くなり、つ

いに行けないまま入院となってしまった。入院する頃

には、あんなにあった生きる力や、家や宮古への気持

ちもどこかに行ってしまっているようだった。 

 

入院中、会いに行くと入院前より元気そうで、ご飯

をもりもり食べている S 造さんがいた。他愛もない話

をしながら「元気になってはやく戻って来てね！コー

ラ用意して待ってるから」と言うと「おう！」と力強 

く答えてくれた。なんだか生気が戻って来た S 造さん

を見て、少し安心した。元気になって戻って来てくれ

るだろうと思った。S 造さんが復活したら、絶対宮古に

行こう、もっといろんなことをしようと思っていた。

でも、それはかなわなかった。それからひと月もしな

い、今月、S 造さんは病院で亡くなった。 

 

 

 

 

 

この S 造さんと過ごした 1 年半。ろくに夢も持てず、

日々流され、中途半端に生きている私に、S 造さんは一

緒に夢を見せてくれて、夢に向かって生きることの大

切さを、身を持って教えてくれた。人生最後のところ

で、20 代の私よりも情熱的に、希望をもって突き進ん

でいたことは、本当にすごいことだ。並大抵の気持ち

では成しえないことだと思う。その他にも、まだはっ

きりと言葉にはできないが、気付けたことや築いてき

た関係性がたくさんあり、すごく大事なものを教えて

くれたと思う。S 造さんが私に教えてくれたことを自分

の中で大切に温め、育て、こういうことだ！と言える

ようになる日を待ちたいと思う。そして、S 造さんのよ

うにたくましく、情熱を持って生きていける人になり

たいと思う。 

S 造さんとの物語や伝えたいことはまだまだたくさ

んあり、今回だけでは書ききれない。まだ自分の中で

噛み砕けていないことも多く、文章にするにはまだ時

間がかかると思う。あらためて、S 造さんと過ごしてき

た日々を後で振り返りながら、また伝えられたらなと

思う。 
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銀河の里のまなざし３ 
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らい、わからないのだろうか。 

「早く出よう、こんなところ」それが正直な気持ちだ

った。ひどい目に遭っているのは A さん本人だ。玄関

ですがりつくように帰りたがっていた。「もう少しだ

から耐えていて」とその日は帰らざるを得なかった

が、早く救い出したかった。 

その後、一週間で里に来てもらうことができた。そ

れから A さんの大活躍の日々が始まった。元気だった

時は車で遠出することが好きだったという A さん。デ

イの送迎の車に乗ったりもして、日々ドライブを楽し

んだ。信号で止まると助手席で「いち･にっ･さんっ！」

と信号が青に変わるタイミングを確実に言い当てた。

編み物が得意だったようで、目を数え、一晩でセータ

ーを編み上げた。スタッフにセーターを作ってくれた

りした。一方で、干してあった誰かのセーターが、糸

になって丸められていることもあった。 

＜徘徊？＞ 

いわゆる「徘徊」なのだが、これは医療用語で、病

院のベットから降りたら「徘徊」とされる。「徘徊」

と馬鹿にしないでほしいといつも思っていた。認知症

の人は、歩いて外に出たりするとき、明確に目的、目

標がある。それはかつての実家であったりして、今は

もうなくなったところだったりはする。それでもはっ

きりと目標がある。それを「徘徊」とは言えないだろ

う。（ちなみに朝日新聞では昨年から、紙面上では、

認知症に対する「徘徊」という言葉を使わないことに

決定したという。認知症の当事者からの意見を取り入

れてそうしたということだ。時代は動いているんだな

と感じた。）認知症の人が「家に帰ります」と言うの

は、実家であることが多いと言われるが、婿を取った、

その家で生まれた、いわゆる「家娘さん」でも「家に

帰ります」と言われるケースも少なくはない。ではそ 

＜違和感＞ 

里が始まったころ感じたのは、認知症の人たちは銀河の

里ではとても魅力的で人間的なのに、世間ではかなり激し

く疎んじられ敬遠されていたということだ。特に医療や介

護の現場で嫌われている現実は痛かった。ドクターの意見

書に「逃げられないように」というのがあった。お手上げ

なんだと感じた。膨大な知識と技術を積み上げているはず

の医療が認知症の人の前ではなんとも無力なのかという現

実。「今日は何月何日ですか？」「ここはどこですか？わか

りますか」どうでもいいだろと思うけど、必死で聞いてい

る。認知機能の確認？わかるけど、あまり現実に張り付き

すぎても、人間、なんだか魅力はなくなる。せっかくイメ

ージの世界にいるのになあ、ともったいなくも感じたりし

た。  

１5 年以上前だが、あるご家族から、「とあるグループホ

ームに母を入居させたのだが、あまりにひどい（非人間的）

ので里に移したい」という相談があった。 

そのグループホームに行くと、女王様みたいな、責任者

なのか施設長なのかが大いばりでのたまわる。「この人は前

頭葉をやられていて･･･」どうのこうの。その人（「A さん」

とする）は回廊をぐるぐると歩き続けていた。スタッフは

遠くから離れて見ているだけで、誰もその人に関わる気は

全く無かった。一時期、医療側からよく言われた、「脳のど

の部位がやられているかで対応が決まってくる」というの

があった。わざわざスウェーデンあたりからそんな講師を

呼ぶようなこともあった。「どの部位がやられているかで対

応が決まる？」私には違和感があった。診断し治療を目的

に投薬を決める医療なら、患っている部位は重要かも知れ

ないが、生活の場においては、「部位によって対応が決まる」

とは思えない。だいいち、その人それぞれの性格や個性と

いうものがある。糖尿だろうと癌だろうと、疾病のその前

に、その人というものがあり、それぞれの人生や生きた環

境や歴史がある。人間の人生や個々の性格といったものが

ありながら、病気になったからといって、ましてや患った

部位で決められては、たまったものではない。部位がわか

ることは必要としても、まずは目の前に居るその人と、そ

の人生に関わらなくては、話は始まらない。そんなことく 
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1１ 

の場合の「帰りたい家」とは何か。この問いの意味は深い。

かつて父母、祖父母と暮らした、遠い過去のあの我が家に

帰りたいと言っているとしたら、とても自然な心情ではな

いか。誰もがそれぞれ帰りたい時代があるだろう。死期の

近づいた老齢の今だからこそ、あの頃に帰りたいという時

代があり、その時代が余計に懐かしくなる。そんな思いが

あったとしたら、誰もその気持ちを馬鹿にして笑うことは

できないはずだ。ところが現実はどうか。それに対して「お

かしくなった」「変になった」としか言われない。どっち

がおかしいんだと言いたくなるのは私だけだろうか。 

認知症の人はおかしいと言われる。でもおかしくなんか

全くない。むしろ深い。でも世間ではおかしいと馬鹿にさ

れる。何か間違っているとしか思えない。帰りたい実家は

現実にはもうないのかも知れない。でもないからこそ帰り

たい。そんな気持ちが通じない。認知症の人の折角の深い

イメージを理解もせず、尊重もせず、世間の人たちは、正

しいことばかり押しつける。「実家は、今はもうないんだ

よ」と正しいことを説明するのは、野暮すぎないか？野暮

を通り過ぎて馬鹿じゃないだろうかとさえ思うことがあ

る。よほど認知症の人の方が人間らしく感じる。認知症の

人の、その人間らしさに癒やされることや、救われること

が度々ある。もはや、現代では人間らしい存在は認知症の

人たちだけなのかも知れないと思ってしまう。 

 

その後の A さんの展開はめまぐるしい。会話が言語で成

り立つ方ではなかったのだが、「作って」という言葉だけ

で、すべての会話がなされた。一晩でセーターを編み上げ

る方だったから、「作る」ということには相当な意味があ

ったのだろうと思うが、明確にはわからずじまいだった。

「作って」の中にあらゆる言語を込めて語られていたにち

がいない。それを我々はどこまで受け止め切れただろう

か。 

 

セーター作りからは、２年ほどで卒業した後、A さ

んは外に出てどんどん歩くようになった。午前中 2 時

間、お昼を食べて、午後から夕方まで 3 時間、毎日歩

く日々が続く。今は合併して花巻市だが、当時は隣の

市町村だった、東和町や石鳥谷まで往復８km から

10km 以上を毎日歩いた。「徘徊」などと言う言葉は吹

き飛んでしまう。そんな範疇ではない。 

A さんは一人で出かけて、時間通りにちゃんと戻っ

てきた。ただ、道の際とか、水路の際とか、際の好き

な人だったのでいつも緊張感はあった。実際、水路に

転落して救急車で運ばれたこともあったが、「異常な

し」で入院もせず、その日に帰って来た。安否確認の

ために GPS を着けてもらって、10 分おきくらいに位

置のチェックをしていた。その検索料金が月に 2 万円

に迫ることもあった。３年くらい毎日歩いた A さんだ

ったが、ある日ホームの中でピアノに足を引っかけて

転倒して骨折した。それからも何度か室内で転倒が続

いて、やがて車いすになり、外に出て歩くことはでき

なくなった。毎日、何キロも歩きながら、外では事故

に遭うこともなかったのに、部屋の中での転倒で骨折

して歩けなくなったのは、どこか皮肉だ。車いす生活

になってからは、外への意識は薄くなった感じだった

が、時折、玄関の段差を突進して外に向かおうとする

こともあった。車を運転して遠出をするのが好きな方

だったから、旅を続けていたんだろうか。車いすにな

って 2 年くらいして、やがて寝たきりになり里の特養

に移った。特養でもスタッフといろんなところに出か

けていた。認知症が深くなると、実際に出かけなくて

も、自在に行きたいところに行けるようになる境地が

やってくる。A さんもそんな境地に至ったかなと思わ

れた。寝たきりになってからは、スタッフで一緒に歩

いてくれる人ができた。もしかしたら、スタッフの行 
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1２ 

きたいところに A さんがつきあってくれたのかもしれ

ない。最後に出かけたのは家族も伴っての博物館だっ

た。絵の展示に目を輝かせていた。そしてその数週間後、

息を引き取られた。 

 

毎日歩いていたころは近所でも注目されていて、今日

はどのあたりで見かけたとか、工事現場の人とも顔見知

りで、歩いて来ない日があると「今日は来ないな、何か

あった？」と心配されたりしていた。これから始まる認

知症社会、「認知症の人をよろしくね」と触れて回って

くれたのだろうか。前頭葉なんか、なんの関係もなかっ

たじゃないか、と言いたくなる。あのまま閉じ込められ

て管理されていたら、どんなにつまらない日々を送った

ことだろう。ドライブを楽しみ、セーターを編み、ほぐ

し、歩きに歩いて、寝たきりになってもいろんなところ

に自在に出かけた A さん。よく歩いたね。こんなに歩

いた人みたことないよと、亡くなられて５年経てしみじ

み思う。 

「歩く、編む、作る」という、A さんが示してくれた、

そうした行為は、人間にとって、極めて根源的で重要な

要素だ。スマホとコンビニでことが足りてしまう世の

中、大切なことを忘れてしまいそうな現代人の我々に対

して、A さんは人間として大切なことを忘れてはならな

いぞと警鐘を鳴らしてくれたのかもしれない。 

 

「徘徊」という言葉も「前頭葉なのか側頭葉なのか部

位が･･･」という話も、否定はしないが、それが暮らし

の場に安易に持ち込まれるのは強い違和感が残る。そん

な切り取った見方をあえてし続けなければならないの 

か。遠くにいないで A さんの世界に降りてきたらいい

じゃないかと思う。前頭葉だろうと側頭葉だろうと A

さんはこの世に二人といないのだから、A さんと出会

って、A さんの世界を理解することが大切なことじゃ

ないだろうか。でもそれは頑としてやらない。業界を

挙げて、医療も介護も、今いる世界から、客観的な位

置から、動こうとはしない。「A さんの世界に降りて

行くことは素人だ」とばかり身構えているように思え

る。 

批判はあるだろう。そんなに歩いて事故に遭ったら

どうするんだ。確かにその通りだ。事故を避けるには

歩かせない方がいい。歩けばリスクは高くなる。だか

らリスクを引き受けたくない人はやれないだろうし、

やらない方がいい。相当な覚悟もいるし、守りも固め

なければならない。それは普通では社会的には実現で

きないだろう。ところが、里にはこれまで、「よし、

やろう！」といった、チーム全体の合意と意欲があっ

た。「当然そうあるべきだ、それしかない」というよ

うな合意と意欲。それが、事故を招かない守りになっ

ていたことは確かだろう。 

里がそうだったからといって、安易に物真似ででき

る事ではないのだとは思う。今までの里だったからで

きていたことや、今の里で、できることとできないこ

とは見極める必要があるだろう。何もできない里にな

ってしまうことも、危険性としてない訳ではない。む

しろ現状は急速にそうなりつつある。「何がやりたい

のか」そのことに対する「相当な情熱と気迫」がない

限り、「何かをやる」ということは不可能だと思う。

今、里が急激に単なる介護施設になりつつあるのは

「相当な情熱と気迫」の有無にかかわっている。「情

熱と気迫」といっても、気合いとか根性の問題ではな

い。「磨かれた知性と感性」の裏付けがないと危なく

てしかたがない。 

 

＜守りとしてのケース会議＞ 

では初期の里に「磨かれた知性と感性」があったの

かと言われると心許ない。無かっただろうと思う。た

だ、必死で一丸となって、なんとかしたいと思ってい

た。だから時間も休みも関係なく働いた。ケース会議

は 7 時半から始まって、深夜に至ることも度々だっ 
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た。それで疲れるとか、文句が出るとかは全くなく、

皆、意欲に満ちて、生き生きしていた。草創期のあの

状態はもう帰っては来ないだろう。そんなことはもう

できない。素人であったからこそやれたことだったの

だろうと思う。 

ケース会議を、亡くなられた後、２年も続けたりし

たこともあった。利用者をどう扱うかなどということ

は全く念頭になく、「自分が今体験していることは一体

何なのか」という問いが、強い好奇心をもって見つめ

られていたように思う。強烈な感動を伴う体験が基盤

となって、知性や感性を豊富に必要として沸き立たせ、

スタッフそれぞれが吸収していたように思う。それは

草創期だからこそ特別に許された情熱的な日々だった

のだろうか。 

どこにもない、新しい何かを生み出そうとする姿勢

が、「磨かれた知性や感性」として機能したのかもしれ

ない。ユング派の分析家、グッゲンビュール氏が、あ

るワークショップで「理論は正しいかどうかではなく、

新しいかどうかが大事だ」と言われたのが印象に残っ

ている。新たに生まれ出ようとするエネルギーには、

計り知れない力が宿っているということなのだろう。 

 

＜守りとしての暮らし＞ 

銀河の里では、当初から「暮らし」を大切にしてき

た。「介護しされるだけの場所」なんてどこか野暮だ。

四季の自然の中で、田んぼや畑を耕し、作物を育てる。

そんな自然と生きる「暮らし」に包まれて、共に生き

ていく。介護や支援は、その中で人間的発露として自

然発生的に行われ、そうした行為は一方的ではなく、

相互作用的に創造性をもって行われる。介護も支援も、

少し深い次元になれば、どちらが支えられているのか 

 

 

 

明確ではなくなり、互いが支え合っている。そんな

ありようを目指した。やってみればさほど難しい事

もなく、むしろ自然で当たり前の感覚だった。それ

にしても農作業や四季折々の歳時があることは、そ

の当たり前な関係を作り出すのに有効で必要なこと

だったと思う。米、豆、野菜などを育てて加工し、

一緒に食べる。一見、そんなどうでもいいような「暮

らし」が「共に生きる」という感覚を自然に作り出

す「仕組み」を作っていたように思う。それがなか

ったら、介護作業に没頭するしかなく、いきおい、

介護される人とする人に二分化された場は、とても

寒々しい空気に包まれる。地域柄、農業が暮らしを

つくりあげるのに好都合だったのだが、いずれにせ

よ、里が「暮らしに、皆が共に包まれて生きる場」

であることは、里にとって特に重要な生命線だと思

う。 

 

A さんは、里の草創期の息吹の中で、暮らしに包

まれながら歩きに歩いた方のお一人だった。今はも

う久しく、それほど歩く人はいなくなってしまった。

「帰りたい」と言われる方はあるが、実際に家に帰

るだけだったり、玄関に出るだけで実際には歩かな

かったり、家に帰っても、家には感心がなかったり

と、随分と様変わりだ。 

歩く人がいると、スタッフは随分鍛えられるのだ

が、今はそうした力量がこちらにもうないのだろう

か。代わりにと言うのか、里の特養には、歩く人が

まだたくさんおられる。特養だから、外に出て歩く

ことはほとんどないのだが、特養の建物内を、昼も

夜も頑張って歩く人がおられて、そんな方にまだ里

は支えられているような気がする。 
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１： ワインツーリズム 

13-15： 花巻祭り 

19： 和太鼓ワークショップ 

25-27：花農生職場体験 
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